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受賞者： 宮﨑 雄三（北海道大学 低温科学研究所） 

研究業績: 「生物起源の大気有機エアロゾルに関する観測的研究」 

選定理由： 

海洋上の下層雲は，地球の放射収支や気候変動に重要な役割を果たしている．近年，雲

凝結核（CCN）として働くことにより下層雲に影響する有機エアロゾルが注目されている．有機

エアロゾルは海洋大気中においてエアロゾル主要成分である硫酸塩と同程度の量で存在し

CCN 能に影響するにもかかわらず，その起源や生成量に大きな不確定性があるからである．

宮﨑雄三氏はこれまで，自然発生源から生成する有機エアロゾルの新たな化学測定・解析手

法を開発・確立し，海洋大気有機エアロゾルの起源と生成メカニズムの解明に関して，大きく３

つの重要な貢献をした． 

第一に，宮﨑氏は海洋表層水中の微生物活動が活発な亜寒帯海域において，船舶による

大気観測を重点的に実施してきた．そして，エアロゾルと海洋微生物活動指標の系統的な比

較や，起源情報を示す安定炭素同位体比の測定結果を組み合わせるなど，独創的な測定・

解析手法を開発した．この新手法により，有機エアロゾル質量に占める海洋表層起源の割合

を定量的に見積ることに成功し［業績 1，2］，CCN 能に深く関わる水溶性有機成分の存在割

合が従来過小評価されていた可能性を示した［業績 3］． 

第二に，海洋大気有機エアロゾルの生成過程を解明する上で鍵となる，有機酸の検出に成

功し，これらが海洋表層水に由来する有機エアロゾルの中間生成物であることを見出した［業

績 4］．海洋大気エアロゾル中に，微生物起源と生成過程の履歴を明確に示す特定の有機化

合物を検出したのは世界で初めてであり，エアロゾル生成において大気光化学反応以外に微

生物活動の寄与がある可能性も新たに指摘した． 

第三に，これまで見過ごされてきた海洋表層起源の有機態窒素成分が，海域によっては平

均で全窒素エアロゾルの７割程度存在することを発見した［業績 5］．この新たに見出した有機

態窒素成分は，エアロゾル光吸収への寄与（直接効果）が大きいことが最近の研究から示唆さ

れており，海洋表層から供給されるエアロゾルが直接効果へ与える影響の可能性を指摘する

ものである．本業績は Nature Geoscience のハイライト研究に選出され，海洋大気間物質相互

作用研究の国際計画（SOLAS）でも研究成果が紹介されるなど，国際的に高く評価されてい

る． 

宮﨑氏はこの他に，気候応答感度が高い亜寒帯森林域での有機エアロゾルにも上記で確

立した手法を適用し，植生別の起源寄与を定量化するなどの特筆すべき貢献を行った［業績

6，7，8］．また，夜間に卓越する有機エアロゾルの生成プロセス（液相反応）の直接的証拠を

示した成果は「気候変動に関する政府間パネル第１作業部会第５次評価報告書（IPCC WG1 

AR5）」にも引用されている． 

これらの発見的な研究成果は，エアロゾルの気候影響を高い精度で推定する上で必要不

可欠な，生物起源有機エアロゾルの生成メカニズムの理解を大きく進展させ，気候システ

ムにおける有機エアロゾルの影響の解明に向けた研究に新機軸を打ち出すものである．以

上の理由により，日本気象学会は宮﨑雄三氏に 2016 年度の正野賞を贈呈するものであ
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受賞者： 松枝 未遠（筑波大学 計算科学研究センター） 

研究業績: 現業アンサンブル予報データを利用した予測可能性研究と予測プロダクトの作成 

選定理由： 

 物理法則に基づき未来の状態を数値計算によって予測する数値予報は，現在の気象予報

業務で最重要な基本技術となっている．その一方で，初期値や数値モデルには必然的に誤

差が含まれるため，数値予報の誤差を完全になくすことは不可能であり，誤差に関する定量

的な情報は予測の利用価値を大きく左右する．多数の予測による集合を用いるアンサンブル

予報は 1990 年代初めに実用化され，単独予報では予測が難しい現象の予報時間を延長す

ることや予測への信頼度情報の付加などに活用されてきている．近年，複数の予報センター

によるアンサンブル予報の集合を用いるグランドアンサンブルの有用性が指摘されるようにな

ってきたが，そのようなデータを利用できる研究者は限られていた． 

松枝未遠氏はグランドアンサンブルにいち早く注目し，気象庁数値予報課との共同研究の

下，現業中期アンサンブル予報データの収集を独自に始めた．その後，世界気象機関

（WMO）の国際共同研究プロジェクト THORPEX（観測システム研究・予測可能性実験）の一

つとして，現業中期アンサンブル予報のデータベース TIGGE（THORPEX 双方向統合全球ア

ンサンブル）が公開された．松枝氏はこれらを活用して，大気現象の予測可能性研究や予測

プロダクト作成に関して大きく 3つの重要な貢献を行った． 

 第一に，ブロッキング高気圧の予測可能性に関する研究［業績 1］を行った．2005年 12月 5

日からの米国環境予測センター（NCEP）による予報でブロッキングの位置を予測できなかった

ことに関し，まずアンサンブル予報に基づく簡易感度解析から中部北太平洋上の切離低気圧

の再現性に差異があることを特定した．次に、気象庁全球スペクトルモデルを用いた複数解析

値からのアンサンブル予報実験を行い，初期擾乱の改善法を提示した［業績 2］．また，2010

年 6 月から 8 月上旬にかけてロシアで発生した熱波について，これをもたらしたブロッキング

高気圧は比較的予測が容易であったものの，7 月 30 日から 8 月 9 日にかけての発達・持続

の予測が困難であったために，8月上旬の高温予測ができなかったことを見出した［業績 3］． 

 第二に，様々な現象に対して統合アンサンブルの有用性を示した［業績 4，5 及び 6］．マデ

ン・ジュリアン振動（MJO）については，予測精度が予報センター間で異なり，センター毎に精

度の良い位相があることを見出した［業績 7］．また，冬季極東域の天候レジームについていく

つかの特徴的なパターンを同定し，西太平洋（WP）パターンの予測可能性が高いことを見出

した［業績 8］． 

 第三に，アンサンブル予報データを用いて豪雨・高低温・強風などの発生確率を予測する顕



著現象発生予測プロダクトを作成し，そのプロダクトの有用性を 2010 年のロシア熱波とパキス

タン洪水，2012 年のハリケーン・サンディの事例について検証した［業績 9］．このプロダクトは，

発展途上国での現業予報支援のため，英国気象局内でリアルタイム運用が行われている． 

 以上のような松枝氏の研究成果や取組は国内外で高く評価されている．TIGGE を総括した

Swinbank et al. (2016)には，松枝氏が開設した「TIGGE Museum」や松枝氏の業績 6 編が紹

介されている．松枝氏らの貢献の結果，TIGGE は THORPEX 終了後も継続されることになっ

た．また，WMO から松枝氏の TIGGE への貢献に対して感謝状が授与された．さらに，気象

研究所からは，顕著現象発生予測プロダクトの研究開発を行い，国際的な気象防災業務に貢

献したことに対し，所長表彰が授与された． 

 世界的にも新しい複数の現業アンサンブル予報データの利用という未知の領域に果敢に取

り組み，これを用いた予測可能性研究を切り拓くとともに，有用なプロダクトを開発した松枝氏

の一連の研究業績は，気象学及び気象技術の発展に寄与するものであり，今後の活躍にも

大いに期待できる． 

 以上の理由により，日本気象学会は松枝未遠氏に 2016年度正野賞を贈呈するものである． 
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